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概  要 

 

近年、CO2ガス排出量を低減するために、セメント代替材料としての利用が

期待できるジオポリマーへの関心が高まっている。本研究では、フライアッシ

ュ、高炉スラグを用いたジオポリマーペースト（または、モルタル）と、それ

らを使用したポーラスジオポリマーコンクリート硬化体を作製・評価した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

製造条件にもよるが、ポルトランドセメントを用いないジオポリマーは、セ

メントに比べ、CO2排出量を約 80%削減できるといった試算や、フライアッ

シュなどを大量に使用できるといった優位性がある。また、ジオポリマーペー

スト、ポーラスジオポリマーコンクリート硬化体にかかわらず、セメント硬化

体と同等の圧縮強度が確保できることなどを確認している。 

本技術の 

有用性 

・ポルトランドセメントを使用せず製造可能。 

・フライアッシュ、高炉スラグなど、産業副産物の大量消費が可能。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 コンクリート二次製品（代替製品）としての適用が可能。 
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ジオポリマーペースト硬化体 
の圧縮強度の例 

ポーラスジオポリマーコンクリート
の製品試作の一例 


